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中 国語 ・日本語 の漢字 を め ぐって
一 中国語のなかに移入された外来語 としての日本語一
牧 田 英 二
(1)
中国文を中国音で読 むことなく,漢 文式に目本語 で読む方法は,漢 文教
育 をもちだすまでもなく現在 もなお根強いし,文 言でだけでなく現代文に
もこの方法を援用 している入は決 して珍 らしいことではない・'目本人にと
って,漢 字 を手がか.りにして中国語 という外国語 をまが りな りにも了解 し
うるということは,い うまでもなくきわめて有利 な点にちがいないが・同じ
漢字でも異なる意味 をあらわす場合が少な くな吟ので,し ばしば とんでも
ない誤解をまねきがちである。古 く入った漢語で,両 国で通用するうちに





娘(お ふ くろ),老 婆(女 房 〉,丈 夫(亭 主)ゼ 汽 車(自 動 車),洋 行(外 人 商
社)・手 紙(ち り紙),野 菜(野 生 の 草),東 洋(日 本),料 理(処 置 す る)・迷 惑
(ま どわ す 〉,勉強(無 理 じい す る),告 訴(告 げ る),走(あ る く〉,救火(火
事 を消 す),馬 上(た だ ちに),多 少(い くつ)










庸俗的遊化途,出 来対抗唯物辮証法。・(毛 沢東 「矛盾論」)
この文のなかには,形 而上学,理 想,歴 史,時 間,唯 心論,宇 宙観,国
家,社 会,経 済,情 況,資 本主義,生 産力,階 級,闘 争ゴ科学,唯 物辮証
法,進 化論などきわめて多 くの日中共通語があるのがわかる。 このように
現代中国語(と くに書面体の文章)に 目本語 と意昧領域が同一に対応するこ
とば,特 に近 ・現代になって外国の新 しい概念,事 物にあてた訳語のなか
に日本語 と共通する語彙が多い。 これは中国よりも一歩先んじてヨー・ッ
パ文明を導入していた日本がヨー・ッパの言語 を翻訳するさいに用いた訳
語焼 そのま考 「外来語」 として中国語のなかに取 り入れ られた という事
情による。
(2)





五四時期か ら30年 代にかけて文学者や 知識入たちはさかんに,印 貼利根
追亜(イ ンテリゲンチャ),普 羅列搭利亜(プ ・レタリア〉,布爾喬亜斉(ブ ル
ジ ョァジー),意徳沃羅基(イ デオロギー),奥伏赫変(ア ウヘヘーベン〉,生的
悶特(セ ンチメンタル)な どの音訳語を用いたが,い までは知識分子,無 産
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階級,資 産階級,意 識形態,揚 棄,感 傷的とそれぞれ意訳語に取ってかわ
られている.こ こで現在もよく見かける音訳語 を挙 げると,
① 伽 嘆(コ ー ヒー),白 蘭 堆(ブ ラ ぞデ ィー),威 士忌(ウ イ ス キ ー),香
積(シ ャ ンペ ン),可 可(コ コ ア),沙 発(ソ フ ァー),撲 克(ポ ー カ ー),高 爾
夫(ゴ ル フ),打(ダ ー ス〉,加倫(ガ ロ ン〉,目鋳(ポ ン ド〉,先令(シ リン グ),
馬 克(マ ル ク),萱 布(ル ー ブル)
② 泳 其 冷 〔ナイ ス ク リー ム),烏 托 邦(ユ ー トピ ア〉,引 掌(エ ン ジ ン),
遙 輯(ロ ジ ッ.ク),維 他 命(ビ タ ミ ン)1
③ 乍 車(ト ラ ック目),吉普 車(ジ ー プ),未 片(カ ー ド),兵 兵 球(ピ ンポ ン),
口卑酒(ビ ー ル),施 拉 機(ト ラ ク ター),芭 蕾 舞(バ レー〉,爵士 楽(ジ ャズ),
寛 紅 灯(ネ オ ン),テ 賓槍(カ ー ビ ン銃),沙 皇(ツ ア ー〉,可 蘭経(コ ー ラ
ン)
①は純粋の音訳,② は音訳に意訳部分 を組み込んだもの,③ は音訳のあ
とに中国語部分 を語尾のようにつけ加えたものである。②③の例にみ られ
るように,音 訳にあたってもなるべ く音訳部分 を生かしたい とい う気持が
強いといえようα現代中国譜では 目本譜 とちがって音訳の外来語は多 くは
ないが,外 国の国有名詞は漢字 による音訳にたよるしかない。
馬 克 思(マ ル クス),列 寧(レ ー ニ ン),沙 士 比 亜(シ ェイ ク ス ピア),托 爾
斯 泰(ト ル ス トィ),陀 斯 妥 以夫 斯 基(ド ス トエ フ キー),加 掌 大(カ ナ ダ),
邑黎(パ リ),伯 林(ベ ル リ ン),奥 林 匹克(オ リン ピ ッ ク〉,恰佛 大 学(ハ ー
バ ー ド大 学),路 透(・ イ タr),紐 約 時報(ニ ュ ヨー ク ・タイ ム ズ),華 盛
頓 郵 報(ワ シ ン トン ・ポ ス ト)
た だ し,プ ラ ウ ダ は 「真 理 報J,ユ マ ニ テ は 「人 道 報 」,エ コ ノ ミス トは
「経 済学 家Jと 意 訳 して い る。
次 に意 訳 法 だが,中 国 人 が は じ め て外 国 の事 物 に触 れ た とき,洋 船,洋
布,洋 刀,洋 槍(洋 式 銃),番 茄(ト マ ト)・西 薬,西 服(洋 服)の よ うに洋,
番 ・ 西 を附 け て あ らわ し て いた が・ これ で は とて も 問 に あ うはず が な く・
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い る。 「(日本 に 来 て か ら)以 前見 た こ と もな か っ た書 物 に次 々 に 目に触 れ,
これ まで窮 め られ なか った道 理 が どん どん 明 らか とな り,暗 室 で光 を見,
空腹 に酒 を得 た よ うだ」 との べ,さ らに 「日本 語 は一 年 で学 べ る。 日本 文
は 半 年 で つ くられ る。 日本 文 を 学 ぶ の は 数 日で小 成 し,数 カ 月 で 大 成 す
る」 とい って い る。 当時 の 日本 文 は十 の う ち七 八 ま で が漢 字,語 尾 や テ ニ
ヲハ だ けが 仮 名 で あ っ て,中 国人 に とっ て ほ 語 を転 倒 す る,つ ま り漢 文 よ
み を逆 転倒 す れ ば ほ ぼ意 味 を理解 す るこ と が で き る とされ た の で あ る。
さ き に挙 げ た毛 沢 東 の文 の冒頭 に 「形 而 上 学 は また 玄 学 と もい う」 とあ
るが,「 玄学 」 は 中 国 人 が直 接 ヨー ロ ッパ 語 か ら訳 した こ とば で あ り,「 形
而 上 学 」 は 日本 語 か ら入 った もの で あ る。 た だ し 目本 人 に よ る造 語 と もい
い きれ ない 。 とい うの は,易 経 に 「形 而 上 な る も の,こ れ を道 とい う。 形
而 下 な る も の,こ れ を器 とい う」 とい う文 が み え,日 本 人 が これ をMeta-
physicsの 訳 語 に採 用 し,形 而上 学 と し た か らで あ る。 こ の よ うに,日 本
人 が翻 訳 に さい し,古 代 中 国 語 か ら適 当 な 語 彙 を さ が し,そ れ に新 しい意
味 を付 与 し て訳 語 に あ て,中 国 に逆 輸 入 され た も の が か な りあ る。
芸 術 後漢書 学 問 と技 術,占 い の技 。
階 級 三国志 官位などの順位。
具 体 孟子 全体 を完全に備える。
経 理 史記 常 の 法 に よっ て治 め るq
表 情 白虎通 心情を表わす。
文 化 説苑 刑罰を用いないで人民 を教化する。
保 険 階書 要 害 の地 に た て こ も る。
経 済 宋吏 国を治め民をす くう、
流 行 孟子 ゆ きわ た るg
思.想 曹植詩 お もい や る。
文 明 易 文朶があらわれる。
文 法 史記 法令の成分,法 律,規 則。
社 会 東京夢華録 祭日に郷村住民が集 まる。
生 産 史記 生活のための仕事。
鉛 筆 鉛粉を用いて書 く毛筆。
組 織 糸を組み機 を織 る。
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原 語 の意 味 か ら,あ る い は事 物 の機 能,形 態 に ふ さわ しい名 称 をつ け,新
言吾をつ くって い った。
自行 車(自 転 車),火 車(汽 車),輪 船(汽 船),飛 機(飛 行 機),火 箭(・ ケ ッ
ト),直 升 機(ヘ リ コ プタ 』),足 球(7ッ トボ ール),羽 毛 球(バ ドミ ン ト
ン〉,水 泥(セ メ ン ト)・鋼 琴(ピ ア ノ),口 琴(ハ ー モ ニ カ),唱 片(レ コー
ド),粉 筆(チ ョー ク),塑 料(プ ラ ス チ ッ ク),水 庫(ダ ム)
(3)
さきに中国語のなかに,日 本人がヨーロッパの言語を翻訳するときに用
いた訳語が数多く導入 されているとのべたが,そ れ らはほとんど意訳語の
ものであって,日 本語経由の音訳語は,倶 楽部,瓦 斯,淋 巴,虎 列刺(コ.
レラ)などがあるが,数 は少ない。
中国で外国の書籍 を本格的に翻訳しはじめたのは清朝の末期,19世 紀末
か ら20世 紀初 めにかけてである。二回にわたるアヘ ン戦争の敗北 と国内
の大規模な農民蜂起軍 との闘いを通 じて清朝の官療,軍 閥は近代的な兵器,
軍艦の不足を痛感 し,国 内に軍需工業と近代的企業,陸 海軍の学校をお
こした。かれ らはまた外国り科学技術導入の必要から,北 京,広 州 に同文
館 上海の江南製造局に翻訳館などを設け,翻 訳事業に着手 した。 しかし
この当時の訳文,訳 語は現代中国語にはほとんど影響をとどめてお らず,




ていた。留 日中国人にとって日本で出ていた翻訳書は,直 接 ヨーロッパの






」 は日本来源 ではないという説 もあるが,こ れ らはみな日本人が
中国の古典からヨーロッパ言語の新しい概念,事 物に対応 させるものとし
てその語彙 を採用 したのであ り,古 代中国語で持っていた固有の意味 とは
一応切 り離 した うえで再生 させた といえよう。いちいち古代語の意味をひ
きず り,そ の文脈のなかに近代の新 しレ.・概念をもりこもうとすることは事
実上不可能である。古代語か ら訳語を見出す方法は清末の翻訳家厳復 らに
よっても行われていたが・訳文は文言で・語彙 も古典のワクにとらわれる
ところがあって,と か く難解 にわた り,明 快,清 新 さに欠けていた。 した
がって,比 較的平易であった 日本語訳の漢語を中国語に借用する方法が優
勢 となった。玄学は形而上学に,格 致学は物理学,天 演論は進化論,名 学
は論理学にそれぞれ取ってかわられていった。
訳語 をすべて中国古典の中に求めることはとうてい不可能であ 窮 おの
ずから限 りがある、そこで漢字(ほ とんどが二宇)を 合成することによって
新語 をっ くる方法が とられ,語 彙は飛躍的にふえることになった。明治時
代,翻 訳にあたった人はみな漢学的素養があ り,新 しい訳語を中国語の語
構成のしくみにもとずいて考案 していたため,中 国人がそのまま中国語の
中に導入 しても外来語 とい う意識 をもつことな く,か なり自然に うけ入れ
られたのである。次にその例を挙げてみる。
現実 意識 主観 客観 橿念 観念 概論 肯定 否定 管理
意志 意図 人格 代表 反動
目的 動員 哲学 心理 論理
議員 投票 財政 主権 主義
批評 批判 保証 否認 資本












そ の ほか.数 学,美 学,法 学,弁 証 法,帰 納 法,方 程 式,根 本 的,公 開
的,世 界 観,人 生観,放 射 性,原 則 性,一 元 論,唯 心 論 な ど語 尾 に 「学 」
「法
」 「式 」 「的 」 「観 」 「性 」 「論 」 な どをつ け るや り方 も 日本 語 か ら中 国 語
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にと軌入れ られたものである。
ところで,古 典に訳語 を求めるにしろ,新 語 をつ くるにしろ,は じめ誰
が考え出したのかつきとめることはかなり難 しい作業であるび,広 田栄太
郎氏によると・帰納,演 繹,論 理学,倫 理学は西周,主 義,社 会は福地源
一郎(桜痴)・進化論,生 存競争は加藤引之,絶 対,.範 疇は井上哲次郎の考
案になるものだとい う。 しか しなんでもみな中国語に借用 されたわけでは
なく,前 島密がつ くった とい う 「為替J「切手」「郵便」は中国語に入 って
いない。 一方中国では明代にすでにマテオ ・リッチが 「乾坤体義」「幾何
原本」「測量法義」 等の著書を著して西洋科学の紹介をしてお り,こ の時
期に用いられた用語,「幾何」「地球」卜赤道」「両極J「 北極」「熱帯」など
はその後ずっと通行しておP,日 本 にも伝 えられたのである。
明治時代に目本人が創造 した と思われている新語のなかにも,当 時 日本
に先んじて中国でできていたロブシャイ ドの英華辞典 をはじめ各種の辞典
にすでにい くつかその語がみえていることか ら,目 本人力主それ らの辞典か
ら借用 し之とみられている。
次に,漢 宇で表記 されてはいるが,本 来純粋の目本語だとみなされるこ
とばも中国語のなかにい くっか見 うけられる。
揚合 場所 打消 手続 見習 便所 内服 例外 但書 取締
入口 出口 引渡 借方 味之素
これ らのほかに,日 本人がある種の意味を表現する必要から新たにつ く
った漢字とその語義 が,中 国音をつけて 中国語の なかに とり入れ られて
いる。
癌,腺,膣,粍,糎,吋,阪,礪,粁,砥,噸'
この うち粍,糎,粁 はそ れ ぞ れ毫 米(ミ リメ ー トル),厘 米(セ ン チ メ ー ト
ル),公 里(キ ロメ ー トル)と な っ てい る が,吋,呪,班 に つ い て は,吋=英
寸(yingcun),吠;英 尺(yingchi),班=千 瓦(qianw食)・ とし て,漢 字:の一
字 一 音 の原 則 に反 し て一 字 を二 音 節 で よむ 珍 らし い例 に な っ て い る。
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